
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体上の位置を示すアドレス情報を含むプリ情報を当該情報記録媒体上のガイ
ドトラックへ記録するためのプリ情報記録方法であって、
　記録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍したプリ情報単位の長さに対
応する間隔を有すると共に、一の前記ガイドトラックに記録される前記プリ情報の記録位
置と、当該一のガイドトラックに隣接する他のガイドトラックにおける前記プリ情報の記
録位置が、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直線上にない位置であって、且
つ 前記プリ情報単位において前記情報単位の長さで異なる記
録パターンで記録されるように、プリ情報タイミング信号を生成するプリ情報タイミング
信号生成工程と、
　前記プリ情報タイミング信号に基づいて、前記プリ情報を前記情報記録媒体に記録する
記録工程と、
　を備えたことを特徴とするプリ情報記録方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のプリ情報記録方法において、
　一の前記情報単位は、一シンクフレームであり、
　前記プリ情報タイミング信号生成工程において、当該一シンクフレームを二倍した長さ
に対応する間隔で前記プリ情報タイミング信号を生成することを特徴とするプリ情報記録
方法。
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少なくとも一部のプリ情報が



【請求項３】
　請求項１又は２に記載のプリ情報記録方法において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を記録する際の記録フォーマットにより規定されるビッ
ト間隔に対応する単位長さの自然数倍で一の前記プリ情報単位毎に記録されることを特徴
とするプリ情報記録方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一に記載のプリ情報記録方法において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を担う記録ピットにおける最短ピット長より短い長さの
プリ情報ピットにより、一の前記プリ情報単位毎に記録されることを特徴とするプリ情報
記録方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一に記載のプリ情報記録方法において、
　前記プリ情報は、前記情報単位の先頭部に対応する位置に記録されることを特徴とする
プリ情報記録方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一に記載のプリ情報記録方法において、
　前記情報記録媒体はスタンパディスクであり、
　前記スタンパディスクを用いて、情報の書き込みが可能なディスクを製造する工程をさ
らに備えることを特徴とするプリ情報記録方法。
【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　

【請求項１０】
　

【請求項１１】
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情報記録媒体上の位置を示すアドレス情報を含むプリ情報を当該情報記録媒体上のガイ
ドトラックへ記録するためのプリ情報記録装置であって、
　前記記録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍したプリ情報単位の長さ
に対応する間隔を有すると共に、一の前記ガイドトラックに記録される前記プリ情報の記
録位置と、当該一のガイドトラックに隣接する他のガイドトラックにおける前記プリ情報
の記録位置が、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直線上にない位置であって
、且つ少なくとも一部のプリ情報が前記プリ情報単位において前記情報単位の長さで異な
る記録パターンで記録されるように、プリ情報タイミング信号を生成するプリ情報タイミ
ング信号生成手段と、
　前記プリ情報タイミング信号に基づいて、前記プリ情報を前記情報記録媒体に記録する
記録手段と、
　を備えたことを特徴とするプリ情報記録装置。

請求項７に記載のプリ情報記録装置において、
　一の前記情報単位は、一シンクフレームであり、
　前記プリ情報タイミング信号生成手段は、当該一シンクフレームを二倍した長さに対応
する間隔で前記プリ情報タイミング信号を生成することを特徴とするプリ情報記録装置。

請求項７又は８に記載のプリ情報記録装置において、
　前記記録手段は、前記記録情報を記録する際の記録フォーマットにより規定されるビッ
ト間隔に対応する単位長さの自然数倍で、前記プリ情報を一の前記プリ情報単位毎に記録
することを特徴とするプリ情報記録装置。

請求項７乃至９のいずれか一に記載のプリ情報記録装置において、
　前記記録手段は、前記記録情報を担う記録ピットにおける最短ピット長より短い長さの
プリ情報ピットにより、前記プリ情報を一の前記プリ情報単位毎に記録することを特徴と
するプリ情報記録装置。

請求項７乃至１０のいずれか一に記載のプリ情報記録装置において、
　前記記録手段は、前記情報単位の先頭部に対応する位置に前記プリ情報を記録すること



【請求項１２】
　

【請求項１３】
　

【請求項１４】

【請求項１５】
　

【請求項１６】
　

【請求項１７】
　

【請求項１８】
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を特徴とするプリ情報記録装置。

請求項７乃至１１のいずれか一に記載のプリ情報記録装置において、
　前記情報記録媒体はスタンパディスクであり、
　前記スタンパディスクを用いて、情報の書き込みが可能なディスクを製造する手段をさ
らに備えることを特徴とするプリ情報記録装置。

記録情報を記録するための情報記録トラックと、前記記録情報を記録するための光ビー
ムを前記情報記録トラックへ誘導するためのガイドトラックであってアドレス情報を含む
プリ情報が記録されているガイドトラックと、を備えると共に、前記プリ情報が、前記記
録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍したプリ情報単位の長さに対応す
る間隔で記録されており、且つ、一の前記ガイドトラックに記録されている前記プリ情報
の記録位置と、当該一のガイドトラックに隣接する他のガイドトラックにおける前記プリ
情報の記録位置とが、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直線上にない位置で
あって、且つ少なくとも一部のプリ情報が前記プリ情報単位において前記情報単位の長さ
で異なる記録パターンで記録されるように記録されている情報記録媒体に対して前記記録
情報を記録する情報記録方法であって、
　前記情報記録媒体から前記プリ情報を検出する検出工程と、
　前記記録情報を生成する生成工程と、
　前記検出されたプリ情報に基づいて、前記生成された記録情報を前記情報記録トラック
に記録する記録工程と、
　を備えたことを特徴とする情報記録方法。

　請求項１３に記載の情報記録方法において、
　一の前記情報単位は、一シンクフレームであり、
　前記プリ情報は、当該一シンクフレームを二倍したプリ情報単位毎に記録されていると
共に、
　前記プリ情報に基づいて前記記録情報を記録すべきアドレスを判定する判定工程を更に
備えたことを特徴とする情報記録方法。

請求項１３又は１４に記載の情報記録方法において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を記録する際の記録フォーマットにより規定されるビッ
ト間隔に対応する単位長さの自然数倍で一の前記プリ情報単位毎に記録されていることを
特徴とする情報記録方法。

請求項１３乃至１５のいずれか一に記載の情報記録方法において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を担う記録ピットにおける最短ピット長より短い長さの
プリ情報ピットにより、一の前記プリ情報単位毎に記録されていることを特徴とする情報
記録方法。

請求項１３乃至１６のいずれか一に記載の情報記録方法において、
　前記プリ情報は、前記情報記録トラックの中心とその中心が一致するように照射された
光ビームを用いて検出されることを特徴とする情報記録方法。

記録情報を記録するための情報記録トラックと、前記記録情報を記録するための光ビー
ムを前記情報記録トラックへ誘導するためのガイドトラックであってアドレス情報を含む
プリ情報が記録されているガイドトラックと、を備えると共に、前記プリ情報が、前記記
録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍したプリ情報単位の長さに対応す
る間隔で記録されており、且つ、一の前記ガイドトラックに記録される前記プリ情報の記
録位置と、当該一のガイドトラックに隣接する他のガイドトラックにおける前記プリ情報



【請求項１９】
　

【請求項２０】
　

【請求項２１】
　

【請求項２２】
　

【請求項２３】
　

【請求項２４】
　

【請求項２５】
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の記録位置とが、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直線上にない位置であっ
て、且つ少なくとも一部のプリ情報が前記プリ情報単位において前記情報単位の長さで異
なる記録パターンで記録されるように記録されている情報記録媒体に対して前記記録情報
を記録する情報記録装置であって、
　前記情報記録媒体から前記プリ情報を検出する検出手段と、
　前記記録情報を生成する生成手段と、
　前記検出されたプリ情報に基づいて、前記生成された記録情報を前記情報記録トラック
に記録する記録手段と、
　を備えたことを特徴とする情報記録装置。

請求項１８に記載の情報記録装置において、
　一の前記情報単位は、一シンクフレームであり、
　前記プリ情報は、当該一シンクフレームを二倍したプリ情報単位毎に記録されていると
共に、
　前記プリ情報に基づいて前記記録情報を記録すべきアドレスを判定する判定手段を更に
備えたことを特徴とする情報記録装置。

請求項１８又は１９に記載の情報記録装置において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を記録する際の記録フォーマットにより規定されるビッ
ト間隔に対応する単位長さの自然数倍で一の前記プリ情報単位毎に記録されていることを
特徴とする情報記録装置。

請求項１９乃至２０のいずれか一に記載の情報記録装置において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を担う記録ピットにおける最短ピット長より短い長さの
プリ情報ピットにより、一の前記プリ情報単位毎に記録されていることを特徴とする情報
記録装置。

請求項１８乃至２１のいずれか一に記載の情報記録装置において、
　前記情報記録トラックの中心とその中心が一致するように光ビームを照射する光ピック
アップを更に備え、
　前記プリ情報は、前記光ビームを用いて検出されることを特徴とする情報記録装置。

記録情報を記録するための情報記録トラックと、
　前記記録情報を記録するための光ビームを情報記録トラックへ誘導するためのガイドト
ラックであってアドレス情報を含むプリ情報が記録されているガイドトラックと、を備え
、
　前記プリ情報が、前記記録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍したプ
リ情報単位の長さに対応する間隔で記録されており、且つ、一の前記ガイドトラックに記
録される前記プリ情報の記録位置と、当該一のガイドトラックに隣接するガイドトラック
における前記プリ情報の記録位置が、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直線
上にない位置であって、且つ少なくとも一部のプリ情報が前記プリ情報単位において前記
情報単位の長さで異なる記録パターンで記録されるように記録されていることを特徴とす
る情報記録媒体。

請求項２３に記載の情報記録媒体において、
　一の前記情報単位は、一シンクフレームであり、
　前記プリ情報は、当該一シンクフレームを二倍したプリ情報単位毎に記録されているこ
とを特徴とする情報記録媒体。

請求項２３又は２４に記載の情報記録媒体において、



【請求項２６】
　

【請求項２７】
　

【請求項２８】
　

【請求項２９】
　

【請求項３０】
　

【請求項３１】
　

【請求項３２】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　前記プリ情報は、前記記録情報を記録する際の記録フォーマットにより規定されるビッ
ト間隔に対応する単位長さの自然数倍で一の前記プリ情報単位毎に記録されていることを
特徴とする情報記録媒体。

請求項２３乃至２５のいずれか一に記載の情報記録媒体において、
　前記プリ情報は、前記記録情報を担う記録ピットにおける最短ピット長より短い長さの
プリ情報ピットにより、一の前記プリ情報単位毎に記録されていることを特徴とする情報
記録媒体。

請求項２３乃至２６のいずれか一に記載の情報記録媒体において、
　前記プリ情報は、前記情報単位の先頭部に対応する位置に記録されていることを特徴と
する情報記録媒体。

請求項１に記載のプリ情報記録方法において、
前記プリ情報は、複数ビットで表され、
　前記一のガイドトラックに記録される前記プリ情報と当該一のガイドトラックに隣接す
る他のガイドトラックにおける前記プリ情報とはいずれも、前記複数ビットのうちの第１
ビットは、夫々の前記情報単位の長さに対応する位置の先頭から同一の位置にあることを
特徴とするプリ情報記録方法。

請求項７に記載のプリ情報記録装置において、
前記プリ情報は、複数ビットで表され、
前記一のガイドトラックに記録される前記プリ情報と当該一のガイドトラックに隣接する
他のガイドトラックにおける前記プリ情報とはいずれも、前記複数ビットのうちの第１ビ
ットは、夫々の前記情報単位の長さに対応する位置の先頭から同一の位置にあることを特
徴とするプリ情報記録装置。

請求項１３に記載の情報記録方法において、
前記プリ情報は、複数ビットで表され、
前記一のガイドトラックに記録される前記プリ情報と当該一のガイドトラックに隣接する
他のガイドトラックにおける前記プリ情報とはいずれも、前記複数ビットのうちの第１ビ
ットは、夫々の前記情報単位の長さに対応する位置の先頭から同一の位置にあることを特
徴とする情報記録方法。

請求項１８に記載の情報記録装置において、
前記プリ情報は、複数ビットで表され、
前記一のガイドトラックに記録される前記プリ情報と当該一のガイドトラックに隣接する
他のガイドトラックにおける前記プリ情報とはいずれも、前記複数ビットのうちの第１ビ
ットは、夫々の前記情報単位の長さに対応する位置の先頭から同一の位置にあることを特
徴とする情報記録装置。

請求項２３に記載の情報記録媒体において、
前記プリ情報は、複数ビットで表され、
　前記一のガイドトラックに記録される前記プリ情報と当該一のガイドトラックに隣接す
る他のガイドトラックにおける前記プリ情報とはいずれも、前記複数ビットのうちの第１
ビットは、夫々の前記情報単位の長さに対応する位置の先頭から同一の位置にあることを
特徴とする情報記録媒体。



本発明は、ＤＶＤ（ Digital Video Disk）に代表される、従来のＣＤ（ Compact Disk）等
よりも記録密度を飛躍的に向上させた情報記録媒体のうち、追記可能なＷＯ（ Write Once
）型の情報記録媒体（以下、ＤＶＤ－Ｒ（ DVD-Recordable）という。）に対して、当該Ｄ
ＶＤーＲに対する画像情報等の記録情報の記録時及び再生時に必要なアドレス情報又は同
期信号等の制御情報（以下、プリ情報という）を予め記録するための制御情報記録方法及
び装置並びに当該プリ情報が記録されたＤＶＤーＲからプリ情報を再生して本来記録すべ
き上記記録情報を記録するための情報記録方法及び装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、追記可能な光ディスク等の情報記録媒体では、記録情報を書込む際の位置検索のた
めのプリ情報が予め情報記録媒体の製造時のプリフォーマット段階で情報記録媒体上に記
録されていた。このプリ情報をプリフォーマットするための方法としては、従来、情報を
記録する情報記録トラック（グルーブトラック又はランドトラック）を波型にウォブリン
グさせてプリ情報を記録するか、又は記録情報を記録する情報記録トラック上の記録情報
を記録する部分とは別の部分にプリピットを形成して記録していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ウォブリングによるプリ情報のプリフォーマットの場合、ウォブリング信
号に基づいて情報記録トラック自体を情報記録媒体の回転方向の対して左右に振ることと
なるため、隣接情報記録トラックとの関係でウォブリング信号の変調度（ウォブリングの
振幅）に制約があり、Ｃ／Ｎ比（ Carrior to Noise ratio）が悪いという問題点があった
。また、ウォブリングにより隣接情報記録トラックと接近するので、当該隣接情報記録ト
ラックとの間に生じる干渉を考慮すると、トラックピッチをあまり狭くすることができず
、記録密度の向上に限界があるという問題点もあった。
【０００４】
一方、プリピットによるプリ情報のプリフォーマットの場合、プリピットを情報記録トラ
ック上に形成するので、プリピットを形成する分だけ本来の情報を記録することができな
くなり、ディスク記録面の利用効率が悪いという問題点があった。
【０００５】
そこで、本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたもので、その課題は、記録情報の記録
密度を向上させると共に、正確に再生することが可能なプリ情報を記録するための制御情
報（プリ情報）記録方法及び装置を提供し、更に、当該プリ情報が記録された情報記録媒
体に対して、正確に再生することが可能な記録情報を記録するための情報記録方法及び装
置を提供し、更にこれらの方法又は装置によりプリ情報及び記録情報が記録された情報記
録媒体を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、情報記録媒体上の位置を示す
アドレス情報を含むプリ情報を当該情報記録媒体上のガイドトラックへ記録するためのプ
リ情報記録方法であって、記録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍した
プリ情報単位の長さに対応する間隔を有すると共に、一の前記ガイドトラックに記録され
る前記プリ情報の記録位置と、当該一のガイドトラックに隣接するガイドトラックにおけ
る前記プリ情報の記録位置が、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直線上にな
い位置であって、且つ 前記プリ情報単位において前記情報単
位の長さで異なる記録パターンで記録されるように、プリ情報タイミング信号を生成する
プリ情報タイミング信号生成工程と、前記プリ情報タイミング信号に基づいて、前記プリ
情報を前記情報記録媒体に記録する記録工程と、を備えて構成される。
【０００７】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、情報記録媒体上の位置を示す
アドレス情報を含むプリ情報を当該情報記録媒体上のガイドトラックへ記録するためのプ
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リ情報記録装置であって、前記記録情報における情報単位の長さを２以上の所定の整数倍
したプリ情報単位の長さに対応する間隔を有すると共に、一の前記ガイドトラックに記録
される前記プリ情報の記録位置と、当該一のガイドトラックに隣接する他のガイドトラッ
クにおける前記プリ情報の記録位置が、前記ガイドトラックに垂直な方向において同一直
線上にない位置であって、且つ 前記プリ情報単位において前
記情報単位の長さで異なる記録パターンで記録されるように、プリ情報タイミング信号を
生成するプリ情報タイミング信号生成手段と、前記プリ情報タイミング信号に基づいて、
前記プリ情報を前記情報記録媒体に記録する記録手段と、を備えて構成される。
【０００８】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、記録情報を記録するための
情報記録トラックと、前記記録情報を記録するための光ビームを前記情報記録トラックへ
誘導するためのガイドトラックであってアドレス情報を含むプリ情報が記録されているガ
イドトラックと、を備えると共に、前記プリ情報が、前記記録情報における情報単位の長
さを２以上の所定の整数倍したプリ情報単位の長さに対応する間隔で記録されており、且
つ、一の前記ガイドトラックに記録されている前記プリ情報の記録位置と、当該一のガイ
ドトラックに隣接する他のガイドトラックにおける前記プリ情報の記録位置とが、前記ガ
イドトラックに垂直な方向において同一直線上にない位置であって、且つ

前記プリ情報単位において前記情報単位の長さで異なる記録パターンで記録
されるように記録されている情報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録方法
であって、前記情報記録媒体から前記プリ情報を検出する検出工程と、前記記録情報を生
成する生成工程と、前記検出されたプリ情報に基づいて、前記生成された記録情報を前記
情報記録トラックに記録する記録工程と、を備えて構成される。
【０００９】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、記録情報を記録するための
情報記録トラックと、前記記録情報を記録するための光ビームを前記情報記録トラックへ
誘導するためのガイドトラックであってアドレス情報を含むプリ情報が記録されているガ
イドトラックと、を備えると共に、前記プリ情報が、前記記録情報における情報単位の長
さを２以上の所定の整数倍したプリ情報単位の長さに対応する間隔で記録されており、且
つ、一の前記ガイドトラックに記録される前記プリ情報の記録位置と、当該一のガイドト
ラックに隣接する他のガイドトラックにおける前記プリ情報の記録位置とが、前記ガイド
トラックに垂直な方向において同一直線上にない位置であって、且つ

前記プリ情報単位において前記情報単位の長さで異なる記録パターンで記録され
るように記録されている情報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録装置であ
って、前記情報記録媒体から前記プリ情報を検出する検出手段と、前記記録情報を生成す
る生成手段と、前記検出されたプリ情報に基づいて、前記生成された記録情報を前記情報
記録トラックに記録する記録手段と、を備えて構成される。
【００１０】
　上記の課題を解決するために、請求項 に記載の発明は、記録情報を記録するための
情報記録トラックと、前記記録情報を記録するための光ビームを情報記録トラックへ誘導
するためのガイドトラックであってアドレス情報を含むプリ情報が記録されているガイド
トラックと、を備え、前記プリ情報が、前記記録情報における情報単位の長さを２以上の
所定の整数倍したプリ情報単位の長さに対応する間隔で記録されており、且つ、一の前記
ガイドトラックに記録される前記プリ情報の記録位置と、当該一のガイドトラックに隣接
するガイドトラックにおける前記プリ情報の記録位置が、前記ガイドトラックに垂直な方
向において同一直線上にない位置であって、且つ 前記プリ情
報単位において前記情報単位の長さで異なる記録パターンで記録されるように記録されて
構成されている。
【００５６】
【発明の実施の形態】
次に本発明に好適な実施の形態について図面に基づいて説明する。
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（Ｉ）
初めに、請求項１乃至５、７乃至１１に記載の発明に対応する実施形態であるプリ情報に
対応するプリピットを形成するためのカッティング装置の実施形態について、図１乃至図
８を用いて説明する。なお、以下のカッティング装置の実施形態の説明においては、当該
カッティング装置によりプリピットが形成された、請求項１３乃至１５に記載の発明に対
応する情報記録媒体としてのＤＶＤ－Ｒの実施形態についても併せて説明する。
【００５７】
初めに、図１を用いて後述の本実施形態のカッティング装置によりプリピットが形成され
ているＤＶＤ－Ｒの構造について説明する。
図１において、ＤＶＤ－Ｒ１は色素膜５を備えた一回のみ情報の書込みが可能な色素型Ｄ
ＶＤ－Ｒであり、情報記録トラックとしてのグルーブトラック２と当該グルーブトラック
２に再生光又は記録光としてのレーザビーム等の光ビームＢを誘導するためのガイドトラ
ックとしてのランドトラック３が後述のカッティング装置により形成されている。また、
それらを保護するための保護膜７及び記録された情報を再生する際に光ビームＢを反射す
るための金蒸着膜６を備えている。そして、このランドトラック３に後述のカッティング
装置によりプリ情報に対応するプリピット４が形成されている。このプリピット４はＤＶ
Ｄ－Ｒ１を出荷する前に予め形成されているものである。
【００５８】
そして、ＤＶＤ－Ｒ１に記録情報（プリ情報以外の本来記録すべき画像情報等の情報）を
記録する際には、後述の情報記録装置においてこのプリピット４を検出することにより予
めプリ情報を取得し、それに基づいて記録光としての光ビームＢの最適出力等が設定され
ると共に、記録情報の記録すべきＤＶＤ－Ｒ１上の位置であるアドレス情報等が取得され
、このアドレス情報に基づいて記録情報が対応する記録位置に記録される。
【００５９】
ここで、記録情報の記録時には、光ビームＢをその中心がグルーブトラック２の中心と一
致するように照射してグルーブトラック２上に記録情報に対応する記録情報ピットを形成
することにより記録情報を形成する。この時、光スポットＳＰの大きさは、図１に示すよ
うに、その一部がグルーブトラック２だけでなくランドトラック３にも照射されるように
設定される。そして、このランドトラック３に照射された光スポットＳＰの一部の反射光
を用いて後述のタンジェンシャルプッシュプル法によりプリピット４からプリ情報を検出
してプリ情報が取得される。
【００６０】
次に、具体的に本実施形態のカッティング装置について説明する前に、本実施形態のカッ
ティング装置により記録されるプリ情報の記録フォーマットについて、図２を用いて説明
する。
【００６１】
図２に示すように、本実施形態のプリ情報は、情報単位としてのシンクフレーム毎に記録
される。更に２６のシンクフレームにより情報単位列としての一のレコーディングセクタ
が形成される。そして、１６のレコーディングセクタにより一のＥＣＣ（ Error Correcti
ng Code ）ブロックが形成される。更に、一のシンクフレームは、記録情報を記録する際
の記録フォーマットにより規定されるビット間隔に対応する単位長さ（以下、Ｔという。
）の１４８８倍（１４８８Ｔ）の長さを有している。
【００６２】
ここで、プリ情報は、夫々のシンクフレームの先頭の１４Ｔの長さの部分に記録されるわ
けであるが、その際、本実施形態においては、一のレコーディングセクタにおいては、偶
数番目のシンクフレーム（以下、ＥＶＥＮフレームという。）のみ又は奇数番目のシンク
フレーム（以下、ＯＤＤフレームという。）のみにプリ情報が記録される。なお、記録さ
れるプリ情報は、同期プリ情報とデータプリ情報に分類されるが、このうち、同期プリ情
報は、夫々のレコーディングセクタの先頭のプリ情報が記録されるべきシンクフレームの
位置に記録され、ＥＶＥＮフレームに記録される同期プリ情報（ＥＶＥＮ同期プリ情報）
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と、ＯＤＤフレームに記録される同期プリ情報（ＯＤＤ同期プリ情報）とでは、図２に示
すように異なるパターンで記録され、これを後述の記録情報の記録の際に読み取ることに
より、プリ情報がＥＶＥＮフレームに記録されているか或はＯＤＤフレームに記録されて
いるかが判別できるのである。
【００６３】
一方、データプリ情報については、複数のシンクフレームに分散して記録され、一のシン
クフレームにおいては、図２に示すように、「１」に対応するデータプリ情報が２Ｔの長
さで記録される。
【００６４】
なお、図２においては、レコー々ディングセクタ０においてはＥＶＥＮフレームにプリ情
報を記録し、レコーディングセクタ２においてはＯＤＤフレームにプリ情報を記録した情
報を示している。
【００６５】
更に、後述の情報記録装置により検出されたプリ情報に基づいて記録される記録情報にお
いても、図２に示す記録フォーマットと同様のフォーマットにより記録される。このとき
、記録情報においては、一のシンクフレームのうち、先頭の１４Ｔ以外の位置に記録すべ
き画像情報等のデータが記録されるが、プリ情報においては、一のシンクフレームにおい
ては、先頭の１４Ｔ以外の位置には何も情報が記録されない。
【００６６】
次に、図２に示した記録フォーマットを有するプリピット４を図１に示すように形成する
ための本実施形態に係るカッティング装置について、図３乃至図８を用いて説明する。
【００６７】
初めに、実施形態に係るカッティング装置の構成について図３乃至図５を用いて説明する
。なお、図３乃至図５に示すカッティング装置は、本発明によりプリピット４が形成され
てプリ情報が記録された請求項１３乃至１５記載の情報記録媒体に対応するＤＶＤ－Ｒ１
を大量生産するためのスタンパディスクを製作するためのものである。
【００６８】
先ず、カッティング装置の全体構成について、図３を用いて説明する。
図３に示すように、実施形態のカッティング装置Ｃは、記録すべきデータプリ情報Ｓ P Pを
生成するデータ発生部２０と、データプリ情報Ｓ P Pをパラレル／シリアル変換するパラレ
ル／シリアル変換器２１と、本発明の特徴であり、データプリ情報Ｓ P Pに基づき、図２に
示す記録フォーマットでプリピット４を形成するための記録プリ情報Ｓ R  を生成するプリ
フォーマット用エンコーダ２２と、プリフォーマット用エンコーダ２２に対してプリフォ
ーマッティングに使用するクロック信号ＣＬＫ（周期は上記Ｔとされている。）を出力す
るクロック信号発生部２３と、ＤＶＤ－Ｒ１の基板に対して図１に示すグルーブトラック
２を形成するための光ビームＬ G  を出射すると共に、図１に示すランドトラック３及びプ
リピット４を形成するための光ビームＬ L  を出射するレーザ発生装置２４と、出射された
光ビームＬ L  を記録プリ情報Ｓ R  に基づいて変調する光変調器２５と、光ビームＬ G  及び
Ｌ L  をスタンパディスク上に集光する対物レンズ２６と、スタンパディスクを回転させる
スピンドルモータ２９と、スタンパディスクの回転数を検出する回転検出器３０と、検出
された回転数に基づいて、スタンパディスクの回転をサーボ制御すると共に、スタンパデ
ィスクの一回転に一回の一回転検出信号Ｓ S  をプリフォーマット用エンコーダ２２に出力
する回転サーボ回路３１と、螺旋状のグルーブトラック２及びランドトラック３を形成す
るために、スタンパディスクの回転に対応してスピンドルモータ２９及びスタンパディス
クを当該スタンパディスクの半径方向に送る送りユニット３２と、送りユニット３２の位
置を検出する位置検出器３３と、検出された送りユニット３２の位置に基づいて送りユニ
ットの移動をサーボ制御する送りサーボ回路３４とにより構成されている。ここで、レー
ザ発生装置２４は、光ビームＬ G  を出射する出射装置２４ G  と、光ビームＬ L  を出射する
出射装置２４ L  とにより構成される。そして、光ビームＬ L  は光変調器２５により記録プ
リ情報Ｓ R  に基づいて変調されるが、光ビームＬ G  は図示しないＤＣ（直流）駆動装置に
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より常に一定の強度を保ちつつスタンパディスクに照射される。更に、ランドトラック３
を形成する光ビームＬ L  とグルーブトラック２を形成する光ビームＬ G  は、照射位置をス
タンパディスクの半径方向にずらしつつ照射され、同心螺旋状のランドトラック３とグル
ーブトラック２を同時に形成していく。
【００６９】
一方、スタンパディスクは、スタンパディスク本体としてのガラス基盤２７と、ガラス基
盤上にコーティングされたプリピットを形成するためのレジスト（感光材）２８とにより
構成されている。
【００７０】
なお、以上の構成において、レーザ発生装置２４、光変調器２５及び対物レンズ２６によ
り記録手段を構成している。
次に、プリフォーマット用エンコーダ２２の細部構成について、図４を用いて説明する。
【００７１】
図４に示すように、プリフォーマット用エンコーダ２２は、入力されたクロック信号ＣＬ
Ｋに基づいて、図２に示す各シンクフレームを示すフレーム信号のタイミングに基づき、
ＥＶＥＮフレームに対応するＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  と、ＯＤＤフレームに対応するＯ
ＤＤフレーム信号Ｓ O  を出力するとともに、一のＥＶＥＮフレームに対応するＥＶＥＮフ
レーム信号Ｓ E  が発生する度にリセットされる後述のＥＶＥＮフレームカウンタから出力
されるＥＶＥＮフレームカウント信号Ｓ E Cを出力する制御情報タイミング信号生成手段、
偶数制御情報タイミング信号生成手段及び奇数制御情報タイミング信号生成手段としての
フレーム信号発生器４０と、クロック信号ＣＬＫ及び一回転検出信号Ｓ S  に基づいてスタ
ンパディスクにおける一周に対応する期間に記録するプリピット４を形成するシンクフレ
ームをＥＶＥＮフレームとするか又はＯＤＤフレームとするかの判別のためのゲート信号
Ｓ G  を出力するＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器４１と、ＥＶＥＮフレーム信号
Ｓ E  及びゲート信号Ｓ G  並びに一回転検出信号Ｓ S  に基づいて、プリピット４を記録すべ
きシンクフレームをＥＶＥＮフレームとするか或はＯＤＤフレームとするかを判定するた
めの判定信号Ｓ J  を出力する選択手段としての判定器４２と、判定信号Ｓ J  に基づいて、
ＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  又はＯＤＤフレーム信号Ｓ O  を選択的に切り換えて出力するた
めの選択手段としてのスイッチ４３と、スイッチ４３から出力されたＥＶＥＮフレーム信
号Ｓ E  又はＯＤＤフレーム信号Ｓ O  とパラレル／シリアル変換器２１から出力されたデー
タプリ情報Ｓ P Pとの論理積を算出して論理積信号Ｓ A  を出力するアンド回路４４と、スイ
ッチ４３から出力されたＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  又はＯＤＤフレーム信号Ｓ O  とに基づ
き、判定信号Ｓ J  を用いて、ＥＶＥＮフレームに記録される同期プリ情報におけるシンク
パターン又はＯＤＤフレームに記録される同期プリ情報におけるシンクパターンのいずれ
か一方に対応するシンク信号Ｓ Y  を出力すると共に、後述の遅延フリップフロップ回路４
７における遅延量を制御するデータラッチパルスＳ L  を出力するシンクパターン発生器４
５と、スイッチ４３から出力されたＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  又はＯＤＤフレーム信号Ｓ

O  に基づき、同期プリ情報とデータプリ情報を切り換えるためのシンク／データ切換信号
Ｓ C  を出力するシンク・データ切換信号発生器４６と、データラッチパルスＳ L  及び論理
積信号Ｓ A  に基づいて、当該論理積信号Ｓ A  を２Ｔ期間だけ遅延させた遅延論理積信号Ｓ

A Dを出力する遅延フリップフロップ回路４７と、シンク／データ切換信号Ｓ C  に基づいて
、遅延論理積信号Ｓ A D又はシンク信号Ｓ Y  を切り換えて、記録プリ情報Ｓ R  として出力す
るスイッチ４８とにより構成されている。なお、上記の構成において、スイッチ４３は、
通常はＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  側に切り換えられている。また、スイッチ４８は、通常
は遅延論理積信号Ｓ A D側に切り換えられている。
【００７２】
次に、フレーム信号発生器４０及びＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器４１の細部
構成について、図５を用いて説明する。
図５に示すように、フレーム信号発生器４０は、クロック信号ＣＬＫに基づいて、ＯＤＤ
フレーム信号Ｓ O  を発生すべきタイミングからの経過時間を計時してＯＤＤフレームカウ
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ント信号Ｓ O Cを出力するＯＤＤフレーム用カウンタ５０と、クロック信号ＣＬＫに基づい
て、ＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  を発生すべきタイミングからの経過時間を計時してＥＶＥ
Ｎフレームカウント信号Ｓ E Cを出力するＥＶＥＮフレーム用カウンタ５１と、ＯＤＤフレ
ーム用カウンタ５０から出力されたＯＤＤフレームカウント信号Ｓ O Cに基づいて、次のＯ
ＤＤフレーム信号Ｓ O  を出力すべき時間になったとき、長さ２ＴのパルスをＯＤＤフレー
ム信号Ｓ O  として出力するデコーダ５２と、ＥＶＥＮフレーム用カウンタ５１から出力さ
れたＥＶＥＮフレームカウント信号Ｓ E Cに基づいて、次のＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  を出
力すべき時間になったとき、長さ２ＴのパルスをＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  として出力す
るデコーダ５３とにより構成されている。
【００７３】
一方、図５に示すように、ＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器４１は、ＥＶＥＮフ
レームカウント信号Ｓ E C及び一回転検出信号Ｓ S  に基づいて、一の一回転検出信号Ｓ S  が
入力される度に（換言すれば、スタンパディスクが一回転する度に）、そのときのＥＶＥ
Ｎフレームカウント信号Ｓ E Cの値をラッチする記憶手段としてのラッチ回路６０と、クロ
ック信号ＣＬＫ及び一回転検出信号Ｓ S  に基づいて、上記のＥＶＥＮフレーム用カウンタ
５１と同じ値及び周期でリセットされつつ計時すると共に、一回転検出信号Ｓ S  が入力さ
れる度に、その値がラッチ回路６０に記録されている値に更新されるゲート用カウント信
号Ｓ G Cを出力するゲート用カウンタ６１と、ゲート用カウント信号Ｓ G Cに基づいて、ゲー
ト用カウンタ６１の値が最大値となってリセットされる度に所定の長さのゲート信号Ｓ G  

を出力するモノマルチバイブレータ６２とにより構成されている。
【００７４】
以上の構成を有するカッティング装置Ｃについて、次に、その動作を図６乃至図８に示す
タイミングチャートを用いて説明する。
初めに、図６（ａ）を用いて、ＯＤＤフレーム信号Ｓ O  とＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  とを
生成するフレーム信号発生器４０の動作について説明する。
【００７５】
図６（ａ）に示すように、フレーム信号が一シンクフレームの長さ１４８８Ｔに間隔でパ
ルスが発生しているのに対し、ＯＤＤフレーム信号Ｓ O  は、第１番目のシンクフレームに
対応するタイミングからフレーム信号の２倍の間隔で夫々２Ｔの長さのパルスが発生する
。このＯＤＤフレーム信号Ｓ O  のパルスは、ＯＤＤフレーム用カウンタ５０において、第
１番目のシンクフレームのタイミングから２９７６Ｔ（＝１４８８Ｔ×２）に対応する時
間を計時し、この時間が経過する度に、デコーダ５２において長さ２Ｔのパルスを発生す
ることを繰返すことにより連続して発生される。
【００７６】
一方、ＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  は、第０番目のシンクフレームに対応するタイミングか
らフレーム信号の２倍の間隔で夫々２Ｔの長さのパルスが発生する。このＥＶＥＮフレー
ム信号Ｓ E  は、ＯＤＤフレーム信号Ｓ O  の場合と同様に、ＥＶＥＮフレーム用カウンタ５
１において、第０番目のシンクフレームのタイミングから２９７６Ｔに対応する時間を計
時し、この時間が経過する度に、デコーダ５３において長さ２Ｔのパルスを発生すること
を繰返すことにより連続して発生される。なお、このとき、ＥＶＥＮフレーム用カウンタ
５１が出力するＥＶＥＮフレーム用カウント信号Ｓ E Cは、ＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート
信号発生器４１内のラッチ回路６０に出力されている。
【００７７】
次に、図７を用いて、ＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器４１の動作を説明する。
図７に示すように、フレーム信号発生器４０において、フレーム信号に対応してＥＶＥＮ
フレーム信号Ｓ E  を生成するためのＥＶＥＮフレーム用カウント信号Ｓ E Cが生成されると
、ラッチ回路６０は、一回転検出信号Ｓ S  が入力されるタイミングにおけるＥＶＥＮフレ
ーム用カウント信号Ｓ E Cの値をラッチ（記憶）する。
【００７８】
このとき、ゲート用カウンタ６１は、クロック信号ＣＬＫに基づいてＥＶＥＮフレーム用
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カウンタ５１と同じ値及び周期でリセットされつつ計時しているが、一の一回転検出信号
Ｓ S  が入力される度にそのときのラッチ回路６０に記憶されている値に更新され、その値
から計時することを繰返す。すなわち、ゲート用カウンタ６１は、スタンパディスクにお
ける一回転前のＥＶＥＮフレーム用カウンタ５１と同じ動作を当該一回転の直後の一回転
において繰返すこととなる。換言すれば、ゲート用カウンタ６１の値には、一回転前のＥ
ＶＥＮフレームに記録されたプリピット４の位置情報が含まれていることとなる。
【００７９】
そして、このゲート用カウンタ６１の値が最大値となってリセットされる度にモノマルチ
バイブレータ６２がゲート信号Ｓ G  としてのパルス信号を生成する。従って、このゲート
信号Ｓ G  にも一回転前のＥＶＥＮフレームに記録されたプリピット４の位置情報が含まれ
ていることとなる。このゲート信号Ｓ G  のパルス幅としては、同期プリ情報の長さ１４Ｔ
に、スタンパディスク一回転分に相当するランドトラック３の長さにおけるスタンパディ
スクが一回転することによって増加する増加分Δ（より具体的には、Δ＝２×π×（ラン
ドトラック３相互間のトラックピッチ））に相当する長さを加えた、（１４Ｔ＋Δ）のパ
ルス幅とされる。
【００８０】
次に、判定器４２の動作について、図６（ｂ）を用いて説明する。
図６（ｂ）に示すように、判定器４２においては、ＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  がゲート信
号Ｓ G  の範囲内にある場合に、そのＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  の立上がりタイミングにお
いて、通常はＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  側に切り換わっているスイッチ４３をＯＤＤフレ
ーム信号Ｓ O  側に切り換えるべく、図６（ｂ）に示すような判定信号Ｓ J  を出力し、これ
によりスイッチ４３はＯＤＤフレーム信号Ｓ O  をアンド回路４４に出力する。
【００８１】
従って、通常は、ＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  がアンド回路４４に出力されることにより、
当該ＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  に基づき、ＥＶＥＮフレームの位置にプリピット４が形成
されてプリ情報が記録されることとなるが、判定器４２において、ＥＶＥＮフレーム信号
Ｓ E  がゲート信号Ｓ G  の範囲内に入った場合、すなわち、スタンパディスクにある回転の
一回転前のプリピット４に位置（ゲート信号Ｓ G  にその情報が含まれている。）が当該回
転におけるプリピットの位置（ＥＶＥＮフレームの位置）に近い（一回転前のプリピット
４の位置に対して（１４Ｔ＋Δ）の範囲に入っている）場合には、スイッチ４３をＯＤＤ
フレーム信号Ｓ O  側に切り換えるべく判定信号Ｓ J  が出力され、当該回転におけるプリピ
ット４はＯＤＤフレームの位置に形成されることとなる。
【００８２】
そして、ＯＤＤフレームの位置にプリピット４が記録されている状態で一回転したことが
一回転検出信号Ｓ S  により検出されると、その後の回転においては、再びＥＶＥＮフレー
ムの位置にプリピット４を形成すべく、スイッチ４３をＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  側に切
り換えるための判定信号Ｓ J  が判定器４２から出力される。
【００８３】
次に、アンド回路４４及び遅延フリップフロップ回路４７の動作について図６（ｃ）を用
いて説明する。
アンド回路４４は、スイッチ４３から出力されたＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  又はＯＤＤフ
レーム信号Ｓ O  とパラレル／シリアル変換器２１から出力されたデータプリ情報Ｓ P Pとの
論理積を算出して２Ｔのパルス幅を有する論理積信号Ｓ A  を出力するが、これは、データ
プリ情報Ｓ P Pを、１ビットづつ分解し、一のシンクフレームには、１ビットのデータプリ
情報Ｓ P P（“１”に対応する）（図２参照）のみ２Ｔのパルス幅で記録するためである。
【００８４】
そして、遅延フリップフロップ回路４７においては、シンクパターン発生器４５からのラ
ッチデータパルスＳ L  に基づいて、上記論理積信号Ｓ A  を２Ｔの時間だけ遅延させて遅延
論理積回路Ｓ A Dを生成する。その後、この遅延論理積回路Ｓ A Dを記録すべきデータプリ情
報としてスイッチ４８に出力する。
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【００８５】
ここで、遅延フリップフロップ回路４７において論理積信号Ｓ A  を遅延させるのは、後述
の記録情報装置においては、プリピットに隣接するグルーブトラック２上に記録信号にお
ける同期信号（１４Ｔの長さを有している）が記録されるのであるが、このとき、論理積
信号Ｓ A  を遅延させないと、記録信号における同期信号の立ち上がりタイミングとプリ情
報の立ち上がりタイミングが同じとなる場合があり、その場合には、プリ情報と同期信号
の分離再生が困難となるからである。また、論理積信号Ｓ A  の遅延量を２Ｔとしたのは、
記録信号の記録時におけるジッタ等の影響により、同期信号の立ち上がりタイミングとプ
リ情報の立ち上がりタイミングが近接することを防止するためのマージンを考慮して２Ｔ
としたものである。
【００８６】
次に、シンクパターン発生器４５の動作について、図８（ａ）を用いて説明する。
シンクパターン発生器４５は、判定器４２から出力されている判定信号Ｓ J  がＥＶＥＮフ
レーム信号Ｓ E  を示すものである場合には、スイッチ４３から出力されたＥＶＥＮフレー
ム信号Ｓ E  に対応して、図８（ａ）に示すようなシンクパターンを有するＥＶＥＮ同期プ
リ情報を生成してシンク信号Ｓ Y  としてスイッチ４８に出力する。
【００８７】
一方、判定器４２から出力されている判定信号Ｓ J  がＯＤＤフレーム信号Ｓ O  を示すもの
である場合には、スイッチ４３から出力されたＯＤＤフレーム信号Ｓ O  に対応して、図８
（ａ）に示すようなシンクパターンを有する０ＤＤ同期プリ情報を生成してシンク信号Ｓ

Y  としてスイッチ４８に出力する。
【００８８】
これらの動作と並行して、シンクパターン発生器４５は、クロック信号ＣＬＫを１Ｔ期間
伸張して２Ｔの周期を有するデータラッチパルスＳ L  を生成し、上記遅延フリップフロッ
プ回路４７へ出力する（図６（ｃ）参照）
最後に、シンク・データ切換信号発生器４６の動作について、図８（ｂ）を用いて説明す
る。
【００８９】
図８（ｂ）に示すように、シンク・データ切換信号発生器４６では、スイッチ４３から出
力された信号がＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  である場合には、当該ＥＶＥＮフレームのうち
、第０番目のＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  の位置にＥＶＥＮ同期プリ情報を記録すべく、当
該第０番目のＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  のタイミングの立ち上がりタイミングから１４Ｔ
の期間（ＥＶＥＮ同期プリ情報の長さに対応する）“Ｈ”となるシンク／データ切換信号
Ｓ C  を出力する。これにより、スイッチ４８が第０番目のＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  の立
ち上がりタイミングから１４Ｔの期間だけシンク信号Ｓ Y  側に切り換えられ、これにより
、第０番目のＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  の位置にシンクパターン発生器４５から出力され
たＥＶＥＮ同期プリ情報が記録されることとなる。
【００９０】
一方、スイッチ４３から出力された信号がＯＤＤフレーム信号Ｓ O  である場合には、当該
ＯＤＤフレームのうち、第１番目のＯＤＤフレーム信号Ｓ O  の位置にＯＤＤ同期プリ情報
を記録すべく、当該第１番目のＯＤＤフレーム信号Ｓ O  の立ち上がりタイミングから１４
Ｔの期間（ＯＤＤ同期プリ情報の長さに対応する）“Ｈ”となるシンク／データ切換信号
Ｓ C  を出力する。これにより、スイッチ４８が第１番目のＯＤＤフレーム信号Ｓ O  の立ち
上がりタイミングから１４Ｔの期間だけシンク信号Ｓ Y  側に切り換えられ、これにより、
第１番目のＯＤＤフレーム信号Ｓ O  の位置にＯＤＤ同期プリ情報が記録されることとなる
。
【００９１】
以上説明した本実施形態のカッティング装置Ｃの動作について、その特徴となる部分を纏
めると、本実施形態のカッティング装置Ｃのうち、特にＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信
号発生器４１及び判定器４５の動作により、スタンパディスクにおける一回転前のプリピ
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ット４の位置（通常はＥＶＥＮフレーム位置に記録されている）が次に回転におけるプリ
ピット４の位置に近い場合、より具体的には、一回転前のプリピット４の位置の情報を含
んだゲート信号Ｓ G  の範囲に当該次の回転におけるＥＶＥＮフレーム信号Ｓ E  が入ること
が判定器４２において判定された場合には、当該次の回転におけるプリピット４はＯＤＤ
フレーム信号Ｓ O  の位置に記録されるように記録プリ情報Ｓ R  が生成され、これに基づい
て光変調器２５により光ビームＬ L  が変調され、プリピット４を含むランドトラック３が
ＤＶＤ－Ｒ１に形成される。このとき、当該光ビームＬ L  と同時に出力される光ビームＬ

G  によりランドトラック３に並行するようにグルーブトラック２が形成される。
【００９２】
以上説明したように、本実施形態のカッティング装置Ｃによれば、プリピット４は、スタ
ンパディスクの一回転においては、ＥＶＥＮフレームに対応する位置のみ又はＯＤＤフレ
ームに対応する位置のみに形成されるので、全てのシンクフレーム毎にプリピット４が記
録される場合に比してＤＶＤ－Ｒ１全体におけるプリピット４の数を削減することができ
、プリピット４が形成されたＤＶＤ－Ｒ１に対してグルーブトラック２を形成するための
色素膜５（図１参照）を形成する際に当該色素膜５を設計上必要な所定の厚さを有する層
とすることができる。
【００９３】
この効果について説明すると、一般に、ランドトラック３へのプリピット４の形成におい
ては、プリ情報をいち早く検出するため、所定のランドトラック３の部分に一箇所に纏め
て全てのプリピット４を形成すると共に、当該プリピット４を所定の間隔でランドトラッ
ク３上に複数回繰返して形成することによりプリ情報を記録することが行われる。
【００９４】
ところで、実際にＤＶＤ－Ｒ１を製作する際には、先ず初めに、グルーブトラック２及び
ランドトラック３と共に必要なプリピット４を形成し、その後、色素膜５の材料をスピン
コート等の方法により当該ＤＶＤ－Ｒ１上に塗布し、これをベーキング（加熱）処理等す
ることにより必要な膜厚の記録層を形成することが行われる。
【００９５】
しかしながら、上記のように、必要なプリピット４をランドトラック３上の一箇所に纏め
て形成する方法では、通常、プリピット４の上面（光ビームの照射される方向を上とした
場合）とグルーブトラック２の上面は面一となる（図１参照）ので、本来グルーブトラッ
ク２上に留るべき色素膜５の材料がプリピット４に流れ込み、グルーブトラック２に対し
て設計上必要な所定の膜厚の色素膜５を形成することができないのである。そして、所定
の膜厚の色素膜５が形成されない場合には、当該色素膜５に形成されたピットにより記録
された記録情報を再生する際に、再生信号における直流（ＤＣ）成分が変化したり、当該
ピット形状の不安定化によるジッタが発生し、記録情報の正確な再生ができないこととな
る。
【００９６】
これに対し、上述のように、本実施形態のカッティング装置Ｃによれば、全てのシンクフ
レーム毎にプリピット４が記録される場合に比してプリピット４の数を削減することがで
きると共に、１のシンクフレームでは２Ｔの長さのプリピット４のみが形成されるので、
プリピット４が形成されたＤＶＤ－Ｒ１に対して色素膜５を形成する際に当該色素膜５を
設計上必要な所定の厚さを有する層とすることができ、上述したような直流（ＤＣ）成分
の変化や、ピット形状の不安定化によるジッタの発生を防止し、記録情報の正確な再生が
行える。
【００９７】
更に、本実施形態のカッティング装置Ｃによれば、スタンパディスクにおける一回転前の
ＥＶＥＮフレーム位置に記録されたプリピット４の位置が次の回転におけるプリピット４
の位置の近い場合には、当該次の回転においては、ＯＤＤフレームの位置にプリピット４
が形成され、更にそのまま一回転した後は、元のＥＶＥＮフレーム位置にプリピット４が
形成されるので、隣り合うガイドトラック３においては、プリピット４の位置が重なるこ
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とがなく、後述の記録情報の記録におけるプリ情報の検出において、一のガイドトラック
３上のプリ情報を読み取る際に、隣り合うガイドトラック３のプリ情報が洩れ込むことを
防止することができ、正確なプリ情報の読み取りを行うことができる。
【００９８】
なお、このとき、ゲート信号Ｓ G  が、スタンパディスクにおける一回転毎のランドトラッ
ク３の一周に対応する長さの増加分Δを含んだ長さ（１４Ｔ＋Δ）のパルス幅とされてい
るので、スタンパディスク上の半径位置の変化により隣合うランドトラック３上のプリピ
ット４の位置が近接することがない。従って、スタンパディスク上のいずれの部分におい
ても、隣合うランドトラック３上のプリピット４の位置を半径方向の同一直線上にない位
置とすることができる。
【００９９】
また、一のガイドトラック３におけるプリ情報の記録の際に用いられたフレーム信号を記
憶して隣り合うガイドトラック３におけるプリ情報の記録の際のフレーム信号を出力する
ので、簡単な構成で一のガイドトラック３のプリピット４の位置と隣り合うガイドトラッ
ク３の位置とを異ならせることができる。
（ II）
次に、請求項６及び１２に記載の発明に対応する実施形態である情報記録装置の実施形態
について、図９乃至図１３を用いて説明する。
【０１００】
初めに、図９を用いて、実施形態の情報記録装置の全体構成について説明する。
図９に示すように、実施形態の情報記録装置Ｒは、図示しないレーザダイオード及び後述
の対物レンズ、偏向ビームスプリッタ及び光検出器等を含み、上述のカッティング装置Ｃ
によりガイドトラック３、プリピット４及びグルーブトラック２が形成されたＤＶＤ－Ｒ
１対して、当該プリピット４を読み取ってプリ情報を検出すると共に、画像情報等の記録
情報を記録するための記録光としての光ビームＢを出射する記録情報記録手段としてのピ
ックアップ７０と、プックアップ７０により後述のタンジェンシャルプッシュプル法によ
り検出された再生信号からプリピット信号（プリ情報Ｓ P  ）を検出するプリピット信号検
出器７１と、検出されたプリ情報Ｓ P  （同期プリ情報とデータプリ情報を含む。）を波形
整形する波形整形器７２と、基準データ転送クロック発生部７４から出力される基準デー
タ転送クロックと検出されたプリピット信号とを位相比較し、プリ情報Ｓ P  に同期したデ
ータ転送クロックを出力するＰＬＬ（ Phase Locked Loop ）回路７３と、ＤＶＤ－Ｒ１を
回転させるためのスピンドルモータ７５と、検出されたプリピット信号とスピンドルモー
タ７５から出力される回転数検出信号とを位相比較して、スピンドルエラー信号をスピン
ドルモータ７５に出力することにより、スピンドルモータ７５の回転数を所定数にサーボ
制御するＰＬＬ回路７６と、検出されたプリピット信号としてのプリ情報Ｓ P  から同期プ
リ情報Ｓ S Y（シンクパターンは、図２に示すＥＶＥＮ同期プリ情報又はＯＤＤ同期プリ情
報となる。）を分離するシンクセパレータ７７と、シンクセパレータ７７から出力された
同期プリ情報Ｓ S Yにより開とされるゲート７８Ａを備え、ＰＬＬ７３から出力されたデー
タ転送クロックに基づき、外部から入力された記録すべき記録信号としての入力信号Ｓ D  

を８－１６変調することにより記録情報ストリームＳ D Sを生成し、これを上記ゲート７８
Ａが開とされたときに出力する生成手段としての８－１６エンコーダ７８と、検出された
プリ情報Ｓ P  をシリアル／パラレル変換し、後述のＣＰＵ８０からのインタラプト信号Ｓ

I  により要求された場合に、当該プリ情報Ｓ P  中のアドレス情報Ｓ A Dを出力するシリアル
／パラレル変換器７９と、外部からの記録／再生切り換え信号により記録情報の書き込み
指令が入力されるとインタラプト信号Ｓ I  を出力し、それによって取得したアドレス情報
Ｓ A Dに基づく準備信号Ｓ R Dを出力するＣＰＵ８０と、８－１６エンコーダ７８から出力さ
れ、遅延量が微調整された記録情報ストリームＳ D Sをパルス制御して出力するパルス制御
器８１と、パルス制御された記録情報ストリームＳ D Sに基づき、駆動信号Ｓ D Rを出力して
図示しないレーザダイオードを駆動し、記録光としての光ビームＢを出力させるＬＤ（ LA
SER Diode ）ドライバ８２とにより構成されている。
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【０１０１】
次に、情報記録装置Ｒにおいてプリ情報Ｓ P  の検出に用いられる上記のタンジェンシャル
プッシュプル法について、ピックアップ７０及びプリピット信号検出器７１の細部構成と
共に、図１０及び図１１を用いて説明する。
【０１０２】
タンジェンシャルプッシュプル法とは、ＤＶＤ－Ｒ１の回転方向におけるプッシュプル法
のことをいい、ＤＶＤ－Ｒ１のランドトラック３上に形成された光ビームＢによる光スポ
ットＳＰからの反射光を、プリピット４の移動方向（ディスクの回転方向）に対して光学
的に垂直な分割線により二の部分検出器に分割された光検出器における当該部分検出器の
差信号に基づいて上記プリ情報を再生する方法である。
【０１０３】
すなわち、より具体的には、図１０に示すように、図示しないレーザダイオード等で生成
された記録光（プリピット４に対しては、再生光となる。）としての光ビームＢは、偏光
ビームスプリッタ９１で反射され、対物レンズ９０によりＤＶＤ－Ｒ１（図１参照）のグ
ルーブトラック２及びランドトラック３上に集光される。そして、プリピット４により変
調されるとともにＤＶＤ－Ｒ１による反射で偏光面が回転された光ビームＢの反射光が、
偏光面の回転により偏光ビームスプリッタ９１を透過して、ＤＶＤ－Ｒ１の回転方向に光
学的に垂直な分割線で二の部分検出器９２Ａ及び９２Ｂに分割された光検出器９２の夫々
の受光面に照射され検出される。各部分検出器９２Ａ及び９２Ｂの受光出力（以下の説明
では、各部分検出器の出力を符号Ａ及びＢで示す。）は、プリピット信号検出器７１を構
成する減算器９３により減算され、その差信号（Ａ－Ｂ）は再生信号（プリピット情報Ｓ

P  ）として波形整形器７２に出力される。
【０１０４】
次に、光検出器９２及び減算器９３による差信号（タンジェンシャルプッシュプル信号）
（Ａ－Ｂ）の生成について、図１１を用いて説明する。
図１１において、図１１（ａ）にＤＶＤ－Ｒ１の回転方向の断面図を示す形状のプリピッ
ト４からの反射光を光検出器９２で受光すると、部分検出器９２Ａ及び９２Ｂの受光出力
は、その位置的なずれに基づき、図１１（ｂ）に示すように位相がずれたＲＦ（ Radio Fr
equency ）信号（Ａ及びＢ）としてそれぞれの部分検出器９２Ａ及び９２Ｂから出力され
る。そして、減算器９３によりそれぞれのＲＦ信号の差をとることにより、図１１（ｂ）
に示す差信号（タンジェンシャルプッシュプル信号）（Ａ－Ｂ）が生成されるのである。
【０１０５】
次に、上述のタンジェンシャルプッシュプル法により検出されたプリ情報Ｓ P  に基づく記
録情報の記録のための情報記録装置Ｒの動作について、図１２に示すフローチャート用い
て説明する。
初めに、図１２（ａ）を用いてＣＰＵ８０の動作を中心として説明する。
【０１０６】
図１２（ａ）に示すように、ＣＰＵ８０においては、初めに、外部から記録情報の書き込
み指令が入力されたか否かが判定され（ステップＳ１）、書き込み指令が入力されない場
合は（ステップＳ１；ＮＯ）そのまま待機し、書き込み指令が入力された場合には（ステ
ップＳ１；ＹＥＳ）、次に、当該記録すべき記録情報に対応するアドレス情報Ｓ A Dを取得
するため、インタラプト信号Ｓ I  をシリアル／パラレル変換器７９に出力する（ステップ
Ｓ２）。なお、ステップＳ１及びＳ２の処理と並行して、スピンドルモータ７５によって
ＤＶＤーＲ１が回転され、これに対応して光ビームＢを照射することによりＤＶＤ－Ｒ１
のランドトラック３に形成されているプリピット４からのプリ情報Ｓ P  の取得が行われて
いる。
【０１０７】
ステップＳ２においてインタラプト信号Ｓ I  が出力されると、当該インタラプト信号Ｓ I  

に対応してシリアル／パラレル変換器７９から入力されたアドレス情報Ｓ A Dが、記録すべ
き記録情報に対応する所定のアドレス情報Ｓ A Dであるか否かを判定し（ステップＳ３）、
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上記所定のアドレス情報Ｓ A Dでない場合には（ステップＳ３；ＮＯ）、再度他のアドレス
情報Ｓ A Dを取得するためインタラプト信号Ｓ I  を出力すべくステップＳ２に戻る。
【０１０８】
一方、取得されたアドレス情報Ｓ A Dが所定のアドレス情報Ｓ A Dである場合には（ステップ
Ｓ３；ＹＥＳ）、当該所定のアドレス情報Ｓ A Dが取得されたことにより、８－１６エンコ
ーダ７８に対して記録情報ストリームＳ D Sの出力を準備させるべく準備信号Ｓ R Dを出力し
（ステップＳ４）、処理を終了する。
【０１０９】
次に、準備信号Ｓ R Dが入力される８－１６エンコーダ７８における動作について、図１２
（ｂ）を用いて説明する。
図１２（ｂ）に示すように、８－１６エンコーダ７８においては、初めに、ＣＰＵ８０か
ら準備信号Ｓ R Dが入力されたか否かが判定され（ステップＳ１０）、入力されていない場
合には（ステップＳ１０；ＮＯ）入力されるまで待機し、準備信号Ｓ R Dが入力された場合
には（ステップＳ１０；ＹＥＳ）、シンクセパレータ７７から検出されたプリ情報Ｓ P  に
おける同期プリ情報Ｓ S Yが入力されたか否か、すなわち、レコーディングセクタの先頭が
検出されたか否かが判定され（ステップＳ１１）、検出されない場合には（ステップＳ１
１；ＮＯ）次の準備信号Ｓ R Dが入力するまで待機するためにステップＳ１０に戻り、同期
プリ情報Ｓ S Yが検出された場合には（ステップＳ１１；ＹＥＳ）、次にーのＥＣＣブロッ
ク期間（２６レコーディングセクタ期間）計時し（ステップＳ１２）、当該計時が終了し
ていない場合には（ステップＳ１２；ＮＯ）終了するまで待機し、終了した場合には（ス
テップＳ１２；ＹＥＳ）、入力信号Ｓ D  を８－１６変調し、ゲート７８Ａを開とすること
により記録情報ストリームＳ D Sの出力を開始する（ステップＳ１４）。なお、記録情報ス
トリームＳ D Sの出力はＰＬＬ回路７３からのデータ転送クロックに基づいて行われる。ま
た、記録情報ストリームＳ D Sにおいては、一のシンクフレーム毎に夫々の先頭（プリ情報
におけるプリピット４が形成される位置）に同期信号（長さ１４Ｔ）が付加されている。
ここで、ステップＳ１２及び１３において、ーのＥＣＣブロック期間計時するのは、確実
にＥＣＣブロックの先頭から記録情報を記録するためである。
【０１１０】
８－１６エンコーダ７８から記録情報ストリームＳ D Sが出力された後は、当該記録情報ス
トリームＳ D Sがパルス制御器８１によりパルス制御され、ＬＤドライバ８２により当該記
録情報ストリームＳ D Sに対応した駆動信号Ｓ D Rが出力され、この駆動信号Ｓ D Rによりピッ
クアップ７０中の図示しないレーザダイオードが駆動されて光ビームＢが出射され、記録
情報ストリームＳ D Sに対応した記録情報ピットがグルーブトラック２上に形成されて記録
情報の記録が行われる。なお、８－１６変調法により入力信号Ｓ D  を変調した場合には、
ＤＶＤ－Ｒ１上に形成される記録情報ピットの長さは、３Ｔから１４Ｔの間の長さとなる
。
【０１１１】
ここで、上記の８－１６エンコーダ７８における動作（図１２（ｂ）参照）により、プリ
ピット４における同期プリ情報と記録情報における同期信号が一致することになる。よっ
て、一のレコーディングセクタ内では、同期プリ情報以降のデータプリ情報（上述のよう
に、一のシンクフレームにおけるその先頭に２Ｔの長さで記録されている。）と記録情報
における同期信号が同期することなる。すなわち、これを記録情報に対応する記録情報ピ
ットＰ D  がグルーブトラック２上に記録されたＤＶＤ－Ｒ１で見てみると、図１３に示す
ように、請求項１６に記載の発明に対応して、プリピット４の隣には必ず記録情報におけ
る同期信号ピットＰ S  が形成されることとなる。なお、図１３は、ＤＶＤ－Ｒ１の回転方
向に対してグルーブトラック２上に光スポットＳＰ（図１参照）を形成しつつ、当該グル
ーブトラック２の外周側（回転方向に向かって右側）に隣接するプリピット４を読み取る
場合について示している。更に、夫々のプリピット４の回転方向の長さは２Ｔであり、こ
れは８－１６変調により形成される記録情報ピットＰ D  のいずれの長さとも異なることと
なる。
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【０１１２】
以上説明したように、実施形態の情報記録装置Ｒによれば、記録情報が、シンクフレーム
毎に同期信号が付加されて記録されると共に、当該同期信号とプリ情報が同期して記録さ
れるので、プリ情報と記録情報の双方が記録されたＤＶＤ－Ｒ１上においては、グルーブ
トラック２上の同期信号の位置と、ランドトラック３上のプリピット４の位置とが隣接す
ることとなり、プリ情報の検出又は記録情報の再生において、記録情報とプリ情報の分離
再生を容易にすることができ、正確なプリ情報の検出又は記録情報の再生を行うことがで
きる。
【０１１３】
更に、プリ情報に対応するプリピット４の回転方向の長さ（２Ｔ）が、記録情報に対応す
る記録情報ピットＰ D  のいずれの長さ（３Ｔ乃至１４Ｔ）とも異なる長さとなるので、記
録情報の再生において、プリ情報との分離再生が確実に可能となり、正確な記録情報の再
生を行うことができる。
【０１１４】
更にまた、遅延フリップフロップ回路４７の動作により、シンクフレームの先頭に記録さ
れる各プリ情報（同期プリ情報又はデータプリ情報）における最初の２Ｔ期間が“Ｌ”と
されているので（図２参照）、プリ情報に対応するプリピット４の位置と記録信号におけ
る同期信号の位置が隣接しても、双方が互いにクロストークとなることなく双方を検出す
ることができる。
【０１１５】
【発明の効果】
以上説明したように、 発明によれば、情報単位の長さを２以上の所定の整数倍した長さ
の 情報単位毎に、

情報 イド
トラック上に記録されるので、全ての情報単位毎に 情報が記録される場合に比して、
記録情報の記録密度を向上させつつ情報記録媒体全体における 情報を記録するための
制御情報ピットの数を削減することができ、 情報が記録された情報記録媒体に対して
記録情報を記録するための記録層を形成する際に当該記録層を所定の厚さを有する層とす
ることができる。
【０１１６】
従って、当該記録層に形成された記録情報ピットにより記録された記録情報を再生する際
に、再生信号における直流成分が変化したり、当該ピット形状の不安定化によるジッタの
発生を防止することができ、記録情報の記録密度を向上させつつ正確な再生を行うことが
できる。

【図面の簡単な説明】
【図１】ランドトラックにプリピットを形成したＤＶＤ－Ｒの例を示す外観図である。
【図２】プリ情報又は記録情報の記録フォーマットを示す図である
【図３】実施形態のカッティング装置の概要構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態のプリフォーマット用エンコーダの概要構成を示すブロック図である。
【図５】実施形態のフレーム信号発生器及びＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器の
概要構成を示すブロック図である。
【図６】プリフォーマット用エンコーダの動作を示すタイミングチャート（Ｉ）であり、
（ａ）はＥＶＥＮフレーム信号及びＯＤＤフレーム信号を示すタイミングチャートであり
、（ｂ）は判定器の動作を示すタイミングチャートであり、（ｃ）はアンド回路及び遅延
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本
プリ 且つ一のガイドトラックに記録されるプリ情報の記録位置と、当該

一のガイドトラックに隣接する他のガイドトラックにおけるプリ情報の記録位置が、ガイ
ドトラックに垂直な方向において同一直線上にない位置となるように、プリ がガ

プリ
プリ

プリ

また、一のガイドトラックに記録されているプリ情報の当該一のガイドトラック上の記録
位置と、隣接する他のガイドトラックにおけるプリ情報の記録位置が、ガイドトラックに
垂直な方向の同一直線上にない位置となるので、一のガイドトラック上のプリ情報を読み
取る際に、隣接する他のガイドトラックにおけるプリ情報が洩れ込むことを防止すること
ができる。



フリップフロップ回路の動作を示すタイミングチャートである。
【図７】フレーム信号発生器及びＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器の動作を示す
タイミングチャートである。
【図８】プリフォーマット用エンコーダの動作を示すタイミングチャート（ II）であり、
（ａ）はシンクパターン発生器の動作を示すタイミングチャートであり、（ｂ）はシンク
・データ切り換え信号発生器の動作を示すタイミングチャートである。
【図９】実施形態の情報記録装置の概要構成を示すブロック図である。
【図１０】実施形態のピックアップ及びプリピット信号検出器の概要構成を示すブロック
図である。
【図１１】タンジェンシャルプッシュプル信号の生成を説明する図であり、（ａ）はプリ
ピット形状を示す断面図であり、（ｂ）はＲＦ信号及びタンジェンシャルプッシュプル信
号の波形を示すグラフ図である。
【図１２】情報記録装置の動作を示すフローチャートであり、（ａ）はＣＰＵの動作を示
すフローチャートであり、（ｂ）は８－１６エンコーダの動作を示すフローチャートであ
る。
【図１３】記録情報が記録されたＤＶＤ－Ｒの記録面の平面図である。
【符号の説明】
１…ＤＶＤ－Ｒ
２…グルーブトラック
３…ランドトラック
４…プリピット
５…色素膜
６…金蒸着膜
７…保護層
２０…データ生成部
２１…パラレル／シリアル変換器
２２…プリフォーマット用エンコーダ
２３…クロック信号発生部
２４、２４ G  、２４ L  …レーザ発生装置
２５…光変調器
２６、９０…対物レンズ
２７…ガラス基盤
２８…レジスト
２９、７５…スピンドルモータ
３０…回転検出器
３１…回転サーボ回路
３２…送りユニット
３３…位置検出器
３４…送りサーボ回路
４０…フレーム信号発生器
４１…ＯＤＤ・ＥＶＥＮ判定用ゲート信号発生器
４２…判定器
４３、４８…スイッチ
４４…アンド回路
４５…シンクパターン発生器
４６…シンク・データ切り換え信号発生器
４７…遅延フリップフロップ回路
５０…ＯＤＤフレーム用カウンタ
５１…ＥＶＥＮフレーム用カウンタ
５２、５３…デコーダ
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６０…ラッチ回路
６１…ゲート用カウンタ
６２…モノマルチバイブレータ
７０…ピックアップ
７１…プリピット信号検出器
７２…波形整形器
７３、７６…ＰＬＬ回路
７４…基準データ転送クロック発生器
７７…シンクセパレータ
７８…８－１６エンコーダ
７８Ａ…ゲート
７９…シリアル／パラレル変換器
８０…ＣＰＵ
８１…パルス制御器
８２…ＬＤドライバ
９１…偏光ビームスプリッタ
９２…光検出器
９２Ａ、９２Ｂ…部分検出器
９３…減算器
Ｃ…カッティング装置
ＣＬＫ…クロック信号
Ｒ…情報記録装置
Ｌ L  、Ｌ G  、Ｂ…光ビーム
ＳＰ…光スポット
Ｓ P  …プリ情報
Ｓ P P…データプリ情報
Ｓ R  …記録プリ情報
Ｓ S  …一回転検出信号
Ｓ E  …ＥＶＥＮフレーム信号
Ｓ E C…ＥＶＥＮフレームカウント信号
Ｓ O  …ＯＤＤフレーム信号
Ｓ O C…ＯＤＤフレームカウント信号
Ｓ J  …判定信号
Ｓ L  …データラッチパルス
Ｓ Y  …シンク信号
Ｓ C  …シンク／データ切換信号
Ｓ G  …ゲート信号
Ｓ G C…ゲート用カウント信号
Ｓ A  …論理積信号
Ｓ A D…遅延論理積信号
Ｓ D R…駆動信号
Ｓ I  …インタラプト信号
Ｓ A D…アドレス情報
Ｓ R D…準備信号
Ｓ S Y…同期プリ情報
Ｓ D  …入力信号
Ｓ D S…記録情報データストリーム
Ｐ D  …記録情報ピット
Ｐ S  …同期信号ピット
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(21) JP 3917207 B2 2007.5.23



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(23) JP 3917207 B2 2007.5.23



【 図 １ ３ 】
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